
現在、横須賀市では、急激な人口減少に伴う市立小中学校の小規模化や学校施設の老朽化が進ん

でいる中で、子どもたちにとって安全安心で、より良い教育環境を確保していくために、令和４年

３月に「横須賀市教育環境整備計画」を策定し、全市的な視点で、地域ごとの将来像を見据えた対

応策の検討を進めています。

このたび、該当地域における課題や改善策等に対する意見を伺い、地域の実情に応じた教育環境

の整備を行うため、『田浦地域小中学校教育環境整備検討協議会』を設置しました。
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田浦地域小中学校教育環境整備検討協議会ニュース

Vol．１ 発行 横須賀市教育委員会 2022.６

１ 小中学校の児童生徒数の推移について

小中学校の児童生徒数は、令和４年（2022年）５月１日現在で小学校の児童数が16,785人、

中学校の生徒数が8,732人となっています。昭和56年（1981年）の児童数のピーク45,078人、

昭和61年（1986年）の生徒数のピーク22,187人と比較して、ともに約６割減少しています。

児童生徒数が減少している中で、児童生徒の急増期に設置した学校数にはほとんど変化がない

ため、多くの学校で小規模化が進んでいます。

■小中学校の児童生徒数の推移

２ 小中学校の学校規模について

学校教育においては、子ども同士が豊かな人間関係を築き、社会性を身に付け、さまざまな形

態による効果的な学習を行ったり、集団の相互作用による思考力の育成を図ったりするために、

活動に応じて少人数のグループから大きな集団まで、適切な規模の集団を組み、多様な教育活動

を展開する必要があると考えています。

横須賀市では、学校の適正規模の範囲を小中学校ともに12学級から24学級としており、11学

級以下の学校を小規模校としています。

現在、小学校46校中14校、中学校23校中12校が小規模校となっています。

～子どもたちのより良い教育環境のために～
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５ 検討スケジュールについて

「教育環境整備計画」では、令和４年～令和11年の当面８年間の取り組みを掲載しています。

前期計画（Ｒ４～Ｒ７）の対象である田浦地域（田浦小・長浦小）と走水・馬堀地域（走水

小・馬堀小）は検討を始めています。また、後期計画（Ｒ８～Ｒ11）では、逸見・中央地域

（逸見小・沢山小・桜小・汐入小）の検討を始める予定です。

４ 検討の進め方について

対象地域に「地域別協議会」を設置して、地域関係者、保護者、学校関係者の方々の意見

を伺いながら、より良い教育環境の整備に向けた検討を行っていきます。

３ 学校施設の老朽化に伴う建て替え等について

横須賀市の学校施設は、児童生徒数の増加を背景に昭和50年代に集中して建設され、令和２年

度（2020年度）時点で、全体の約２割の施設が建築後50年以上経過しています。

また、横須賀市は起伏の多い丘陵地に位置しており、一部の学校では、学校施設の位置する場

所が土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）に指定されています。

敷地が狭い学校については、レッドゾーンを避けて、同じ敷地内に建て替えをすることができ

ない場合もあります。建て替えの検討に当たっては、児童生徒数の将来推計を踏まえた上で、

レッドゾーンや学校の敷地面積等に留意しつつ、学校教育に支障がないように考慮していきます。
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■対象校の児童・学級数等

学校名 田浦小 長浦小 船越小

児童・学級数
児童数 ৾


ਯ

児童数 ৾

ਯ

児童数 ৾

ਯ男 女 計 男 女 計 男 女 計

１年 11 9 20(3) 1 13 8 21(1) 1 30 27 57(3) 2

２年 11 11 22(2) 1 12 18 30(1) 1 24 33 57(2) 2

３年 6 12 18(0) 1 2 15 17(0) 1 26 32 58(3) 2

４年 11 11 22(2) 1 21 12 33(2) 1 32 27 59(2) 2

５年 11 13 24(3) 1 10 8 18(1) 1 37 41 78(4) 2

６年 19 11 30(2) 1 13 12 25(1) 1 41 41 82(1) 3

特支 内数(12) 4 内数(6) 2 内数(15) 4

計 136 10 144 8 391 17

教員数 16人 16人 29人

৾
ૅ

ਝ

校地面積 7,338.04㎡ 17,492.72㎡ 9,910.68㎡

普通教室 17教室 18教室 23教室

プール なし あり なし

設置年月日 大正12年（1923年）４月１日 明治６年（1873年）6月５日 明治20年（1887年）11月19日

建築年度 昭和28年（1953年） 平成３年（1991年） 昭和40年（1965年）

令和４年５月１日現在

６ 田浦地域の現状

田浦地域の２つの小学校（田浦小・長浦小）は、それぞれ６学級となっており、小規模化が進ん

でいます。

田浦小は平成29年度（2017年度）から、長浦小は平成27年度（2015年度）から全学年が単学

級となっており、今後も児童数の減少が見込まれています。

田浦小については、校舎の築年数が69年と市内で最も古いため、建て替えを検討する時期に来て

いますが、レッドゾーンなど防災面や周辺道路の状況からさまざまな課題があるため、規模の適正

化と合わせて検討する必要があります。

船越小については、建物の一部がレッドゾーンに該当していることや校地面積が狭いことから、

将来の建て替えの際には考慮が必要となっています。

学校名
R４年度
（実数）

R５年度 R６年度 R７年度 R８年度 R９年度 R10年度

田浦小

児童数 136 122 116 109 106 100 104

学級数
通常 6 6 6 6 6 6 6

特支 4 4 4 4 4 4 4

長浦小

児童数 144 139 138 120 121 111 103

学級数
通常 6 6 6 6 6 6 6

特支 2 2 2 2 2 2 2

船越小

児童数 391 356 320 304 279 249 228

学級数
通常 13 12 12 12 11 10 10

特支 4 4 4 4 4 4 4

■児童・学級数の推計



横須賀市教育委員会事務局教育総務部教育政策課
〒238-8550 横須賀市小川町11番地
電話 046-822-9751 ファクス 046-822-6849
E-メール sc-real@city.yokosuka.kanagawa.jp

４

教育環境整備計画は以下のホームページからご覧いただけます

URL QRコード
https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/
8115/tekisei.html

７ 田浦地域小中学校教育環境整備検討協議会（第１回） 令和４年５月26日開催

８ 次回、第２回協議会の開催について

日時 令和４年７月13日（水）19時00分～20時30分

場所 田浦コミュニティセンター 集会室

※傍聴できます。18時50分までに直接会場にお越しください。

定員10名（定員を超えた場合は抽選）

【委員構成】

地域関係者等、小学校保護者、未就学児保護者、小中学校校長の計12名で構成。

【主な意見の概要】

○田浦小と長浦小の統合ありきなのでしょうか。

⇒統合ありきではありません。田浦小の老朽化と両校の小規模化の課題を解決するためにどのよう

な方策が良いのか検討していきます。

○両地域には児童が少ないですが、クラスにある程度の人数がいることは、子どもの学びや成長に

必要不可欠なことだと思います。

○子どもたちの気持ちが前向きになるような形が良いと思います。例えば、長浦小の場所と田浦中の

場所に小中一貫校ができれば、子どもたちも新しい教育環境で気持ちが前向きになると思います。

○田浦小と長浦小が統合した場合の通学距離が最長で約３ｋｍとのことですが、低学年が心配です。

○田浦小学校区を分割することは考えられないのでしょうか。

⇒通学距離や町内会・地域活動の区分もありますので、皆さまからご意見をいただき、検討します。

○田浦小の子どもたちが、長浦小に来た時にさまざまな心配があると思います。ただ、そのような変

化を乗り越えられる子どもは、より成長できると思います。各学年１学級のところが２学級になる

と、より良い教育を目指す余地が生まれると思います。男女数のアンバランスが解消されることも

教育的にメリットだと思います。

○一番重要なことは、学校教育の質を上げることだと思います。

○教職員は、学校生活を充実されるために知恵を絞っています。人数が少ないからマイナスだとは

思っていません。田浦小の一番の課題は、校舎の安全面であり、良い教育環境を提供できればと思

います。

○田浦小と船越小を統合し、長浦小は逸見小と沢山小と統合するとバランスが取れるのではないで

しょうか。

⇒田浦小、長浦小、船越小は田浦中学校区、逸見小と沢山小は坂本中学校区になりますので、中学

校区を考慮した検討が必要になります。


